
 
　
あ
な
た
が
最
後
の
時
を
過
ご
す
部
屋
が
、
場
所
が
あ
り
ま
す
か
。

　
あ
な
た
の
面
倒
を
み
て
く
れ
る
家
族
は
い
ま
す
か
。

　
あ
な
た
の
面
倒
を
見
る
た
め
に
、
家
族
の
人
が
会
社
を
辞
め
た
り

自
由
に
外
出
で
き
な
く
な
っ
て
も
よ
い
の
で
す
か
。

　
今
お
話
し
し
た
こ
と
が
来
年
４
月
か
ら
現
実
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
が
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
で
す
。

　

 
 

歳
を
数
ヶ
月
後
に
控
え
た
あ
る
日
、
あ
な
た
に
こ
の
制
度
に
も

と
ず
く
「
医
療
証
」
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
保
険
証
は

使
え
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
さ
に
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
の
幸
せ
を
破
壊
し
、
あ
な
た
の

い
の
ち
を
国
に
差
し
出
せ
と
い
う
、
現
代
の
「
赤
紙
・
徴
兵
令
状
」

で
す
。
あ
な
た
は
こ
れ
に
よ
っ
て
姥
捨
て
山
に
連
れ
て
い
か
れ
る
の

で
す
。

　
今
ま
で
国
の
た
め
に
働
い
て
き
た
あ
な
た
及
び
あ
な
た
の
家
族
の

生
活
を
破
壊
し
か
ね
な
い
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の
成
り
行
き

に
注
目
し
て
下
さ
い
。
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「
医
療
と
教
育
」
は
社
会
的
共
通
資
本
で
あ
り
、
人
間
が
人
間
ら

し
く
生
き
る
た
め
に
最
も
大
切
な
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
学
士
院
会
員
　
　
宇
沢
弘
文
の
言
葉

　
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
な
た
は
今
日
か
ら
、
昨
日
ま
で
受
け
て
い
た

治
療
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

昨
日
ま
で
あ
な
た
は
、「
血
圧
は
こ
こ
」「
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
は
こ
こ
」「
腰
の
痛
み
は
こ
こ
」「
皮
膚

病
は
こ
こ
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門

の
医
療
機
関
に
あ
な
た
の
意
思
で
自
由
に
か
か
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
今
日
か
ら
あ
な
た
は
、
ど
ん
な
病
気
で

あ
っ
て
も
１
人
の
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
治
療

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
な
た
が
自

由
に
医
療
機
関
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
あ
な
た
は
残
念
な
が
ら
、
い
ず
れ
最
後

の
時
を
迎
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
と
き
を
あ
な
た
は
病
院
で
な
く
、
ご
自
分
の

家
で
迎
え
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
ま
す
。
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 今年、年明け間もないある日、小松院長（現理事長）から　「日本の、国民の医療を救う為に、

俺は忙しくて手が回らないから、星先生、N H K で膝の話でもやってくれ！県医師会の順番だか

ら」と。従順な体育会系の私は、間髪を入れず「はい、わかりました」と。

さて、どんな番組で、何をやるんだろうかと不安に思っていた所、小松先生が以前に腰痛の話

でご自分が出演されたビデオを渡してくださいました。これで、N H K  デジタル放送の『とこと

ん健康』という番組で、生放送という所までわかりました。ビデオでは美人のアナウンサーと対

話形式で話を進めて行くようで、いつもより小松先生は舌が滑らかな印象でした。加えて外来で

余り見たことのない腰痛予防の注意点や体操などを実演しながらやっていて、へぇ～、こんなこ

とまでやらなければならないのかと、元来口下手で、気の弱い私はビビリ始めたのでした。

本番 2 週間程前に、NH K からテーマ、膝に関するチェック項目など具体的な内容の問い合わせ

の文書が届きました。このチェック項目にデジタル T V を見ている視聴者を参加させるのが番組

の目玉のようで、これだけ症状があったら赤信号、黄信号などと決めるようでした。私の場合は

おかげさまで、小松整形外科医院の日常外来で、膝の症状をお持ちの患者さんを多く見させてい

ただいていますので、私なりの変形性膝関節症の患者さんの経験から素直に話を進めていこうと

開き直り始めてきました（特に T V だからって、いい事だけ言っても、嘘っぽいしね）。

1 週間前に最終打ち合わせということで、小松整形に NH K のディレクターの小林さんが来られ

て、私の話したい内容のスライドをお見せして、写真やビデオを使って、できるだけ視聴者の目

に訴えたいと要望しました。

2 日前に番組の実際の流れを分刻みで作られた台本がメールで送られてきました。写真、ビデ

オは使ってもらえましたが、2 、3 納得できない部分を指摘して本番、当日を迎えました。

平成 19 年 3 月 8 日、当日午前 11 時 30 分からの生放送なので、10 時 30 分頃に来てくださいとの

ことで緊張しながら、家から 5 分程度の N H K のスタジオへ車で向かいました（余談ですが、実

家の北茨城から母親が、冥土？の土産にと息子の T V 出演にちゃっかり観客しに来てました）。ス

タジオにて、若い数人の集団が円陣を組んで、何か打ち合わせ中で小林さんが別室に案内してく

れました。落ち着かない私は部屋から出て、天然水を自動販売機からゲットして、のどの渇きを

癒しながら、スタジオ風景をながめていました。美人アナウンサーとバリバリのマネージャーみ

たいな女性に挨拶をし、台本を元に、まずリハーサルをしました。（始まる前にカメラマンのお兄

ちゃんに、くれぐれも私の後頭部の髪の薄い部分が目立たない角度からお願いしますね、と笑顔

でしたが本気でお願いしました。が、この願いは全く彼には届かなかったようで、本番のビデオ

を見ると、私から見れば、これでもかという位に後頭部の輝く部分にライトが当てられたのであ

りました。）

リハーサルは私がアナウンサーにアドリブの冗談を振ったりしていたら、14 分かかってしまい、

マネージャーのお姉さんから、省略できるところは削って 11 分にしてくれと本番 1 5 分ほど前に

要求されました。後で振り返ると、確かに NHK 茨城『わいわいスタジオ』という約 25 分番組は

私一人の番組ではなく、偕楽園の宣伝の商工会議所のおじさん、生け花を紹介するご婦人方、更

にはつくば、県庁などのサテライトスタジオからの中継をする時間も入っており、11 分は当然の

ことでした。

本番 1 分前、30 秒前、10 秒前と書いた紙を次々と、私の前にマネージャーが差し出し、本番は

始まっていきました。

医師　星　忠行

 

 

 

 



 

 

こんにちは。通所リハビリテーションすだちです。 

昨年 5 月に開設して、早いもので 1 年が経ちました。開設当初の５月は利用者ゼロで、小松整形外科

医院に通院される皆さんや、地域の方々に来ていただいて、すだちを紹介する日々を送っていました。 

6 月に利用者 1 名からスタートして、今では 24 名となり、毎日 5～8 名の皆さんと過ごしています。56 歳

～88 歳の方が、病気や怪我、少しずつ衰える体の変化など、それぞれの生活での苦労や悩みに対し

て、それぞれの目標を持ち、一日を通したリハビリメニューに取り組んでいます。ここで改めてすだちの

紹介をしたいと思います。 

 
 
 

 

 

 

それぞれの目標やリハビリ内容は、個々の「望む生活」に合わせて作成し、利用者自身が主体となっ

て、自ら積極的に目標に向かえるようサポートしています。 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご飯がおいしい。ここに

来ると元気になれる！ 

長年の病気で、歩行がふらふらしていまし

た。「病は治せないが力はつきます」の言葉

に、半年のリハビリとトレーニングにより、足

がしっかり地に着き転ばなくなりました。 

ここは治療だけでなく、こういう

事をするとこうなる理屈が分か

るから頑張れる。 

利用者や職員が家族のように支えあう 

定員 20 名の少人数制 心と心のふれあいを大切に 畳などの在宅に近い環境 

生活の中でできる運動 

理学療法士が、個々の生活機能低下に対応したリハビリプログ

ラムを作成し、専門的な機能訓練に加え、在宅生活を意識した

畳での具体的な動作指導や、トレーニングなどを行います。 

午後に行うレクリエーションは運動に

関わるテーマを持って、楽しみながら

取り組めるよう工夫しています。 

竹を使用した床に大きな窓から暖かい日

差しが差し込む明るいホール、広い室内

で床暖房を完備した浴室など、当事業所

で利用者が快適に過ごせるような建物を

心がけました。 

理学療法士　端﨑　夏紀


